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基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」とした上で、特に子供たちに対する食

幼児



186 187
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188 189

子ども

子ども

子ども

喜ぶ子どもの言葉に「大きいのがとれたね。」と一緒

に共感したり、「どん形かな？」「においはするかな

？」と収穫した二十日大根への関心が高まるような

声掛けをする。

子ども

保育者が主体となり子どもに関心をもたせながら植物を育てていく。プランターを保育室の目の前

に置くことで、子どもがいつでもすぐに観察したり、世話をしたりすることができる。日々、実の確認

ができるミニトマトやイチゴなどを取り上げるとさらに関心を持って取り組むことができる。保育

者が中心となり気付いたことを伝えていき、子どもが感じたこと、気付いたことをクラスのみんな

で共有できるようにしていくことも大切である。
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190 191

子ども

子ども

子ども

子ども

子ども

子ども

を知る
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192 193

子ども

子ども

子ども

保育者

良

子ども



194 195

自分の健康に関心をもち、いろいろな食べ物

をすすんで食べようとする。

子ども

子どもに分かりやすいよう視覚

教材を使用する。

子どもが製作した「たべものかあど」

の種類が少ない場合は、保育者が野菜、

肉、魚などカードを準備しておく。



194 195

子ども

いろいろな食べ物を食べると元気になる

ということを分かりやすく伝える。

いろいろな食べ物を食べることで体のあちこちに栄養が運

ばれたり排泄したりすることを分かりやすく伝えていく。

給食や弁当の時などにも食べ物と体との関係につ

いて機会をとらえて知らせ、いろいろな食べ物を

食べてみようという気持ちを育てていくようにす

る。家庭とも連携していく。

嫌いなものを少しだけ食べてみた時の子どものいろいろな気持ちを生け止め、いろいろなものを食

べてみようという気持ちを長期的に育てていく。

自分の健康と食べ物との関係に気づくことは、いろいろな食べ物に親しみをもつことにつながる。
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栽培を通して植物にも命があることを知り、大切
に感謝して食べる。



196 197

あ

保育者に

子ども

9

保育者

で野菜を身近に

食べ物を大切にする気持ちをもつ。

野菜栽培の体験を通してそれぞれの野菜の特徴、旬、調理、栄養等を知ることで、食べること
が自分の身体の成長や健康にとって大切であることが分かる。また食事を作ってくれる人へも
感謝の気持ちをもつことや食べ物を大切にする気持ちを持つことにつながる。
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５

長さを体感できる経験となる。

　収穫したさつまいもをふかし、子供たちが

輪切りにして芋の上に蜂蜜やバターなどをト

ッピングして、園全体で会食する。年下の子供

にとっても食を楽しむ、よい経験となる。

　収穫したさつまいもで、ふかし芋や大学芋を作

り弁当に持ってくる子どもや家でスイートポテト

などの料理をしたという子どもがいる。

保育者は料理の名前を伝えたり、食べたときの感

想を聞いたりして、周りに広げていく。

　料理してくれた方への感謝の気持ちがもてるよ

うにする。

　弁当の時の子どもたちの様子や話を保護者に伝

えることで体験が重なり、より豊かになっていく。

収穫の様子と子どもたちが経験したことを

保護者に伝え、園での経験を家庭につなげて

いく

【 ６   食文化に関する理解】
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保育者

保育者

子ども

子ども

子ども

保育者

粉が

してできる

調理の人にお礼を言う

保育者や

保育者が

子ども

５

【 ６   食文化に関する理解】


